
月　日 会議名 会議の主な内容
５月19日 本会議 議員提出議案の説明、採決、市長提出議案の説明
５月20日 常任委員会 議案の審査、採決

５月21日 本会議 各常任委員長による審査結果の報告、採決
各常任委員および議会運営委員の選任

５月臨時会の経過

月　日 会議名 会議の主な内容
６月11日 本会議 市長提出議案の説明、人事案件に同意
６月17日～19日 本会議 一般質問（20人）
６月22日 本会議 一般質問（８人）、市長提出議案の説明
６月23日～26日 常任委員会 議案および陳情の審査、採決
６月29日 特別委員会 付議事項の調査・研究

７月１日 本会議 議員提出議案の説明、討論、採決
各常任委員長による審査結果の報告、討論、採決

６月定例会の経過

市のシンボルとして親しまれている萬代橋。現在の橋は昭和４年８月23日に開通した三代目で、
昭和39年の新潟地震も乗り越え、平成16年に貴重な近代橋りょうとして国の重要文化財に指定
されました。

６月定例会

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

�

30
議
案
を
議
決

▼��

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
４
億
92
万
１
千
円
の
令
和
２

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
、
各
常
任
委
員
会
や
議
会
運
営
委
員
会

の
委
員
の
選
任
と
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
の
互
選
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

▼��

令
和
２
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
11
日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
21
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
��

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
の
71
億
２
９
９
８
万
４
千
円

を
含
む
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
、
補
正
後
の
総
額
は

４
８
２
８
億
５
７
６
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【５月臨時会】
■令和２年度一般会計補正予算
　◆新型コロナウイルス感染症対策
　　・国の新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策に関連する事

業の経費 ２億3,592万１千円
　　・感染拡大防止と社会経済活動の維持の両立に向けた、新しい生活

様式への対応に関連する事業などの経費 １億6,500万円

【６月定例会】
■令和２年度一般会計補正予算
　◆新型コロナウイルス感染症対策
　　・医療機関への支援や各避難所へ感染拡大防止に必要な物品を配備

する事業などの経費 11億5,226万６千円
　　・地域経済の再興に向けた事業の経費 31億3,200万円
　　・感染防止を図る事業の経費 14億3,085万８千円
　　・市民生活の回復に向けた事業の経費 14億1,486万円

可決された主な議案

新潟市議会としての新型コロナウイルス感染症への対応

■「新潟市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例」を制定
　５月臨時会で、議会として新型コロナウイルス感染症により
大きな影響を受けている市民生活や地域経済への支援に協力す
るため、令和２年６月から令和３年５月までの１年間、議員報
酬の月額を10％減額する条例を制定しました。

■��「新潟市新型コロナウイルス感染症対策協力基金」への積み立
てを市長に要請

　５月臨時会の閉会後、佐藤豊美議長と佐藤誠副議長が議会を
代表して中原市長に対し、議員報酬の減額相当分（約4,000万
円）を医療提供体制の整備や感染拡大の防止、市民生活および
地域経済の回復を図る施策に役立ててもらうため、新設された
「新潟市新型コロナウ
イルス感染症対策協力
基金」に積み立てるこ
とを要請しました。
　６月定例会では、こ
の減額相当分に特別職
給与と管理職手当の減
額分を含めた計9,200
万円を同基金に積み立
てる補正予算を可決し
ました。

■議場、委員会室等における感染拡大防止のための主な取り組み
　◆換気や手指消毒の徹底、マスクの着用
　　議場、委員会室等では適切な換気を行い、入室の際には手
指消毒を徹底してマスクを着用することとしました。

　◆飛
ひ

沫
まつ

拡散防止のボードを設置
　　マスク着用での発言は聞き取りづらいこともあるため、マ
スクを外しても発言できるよう、議場の議長席や演壇に透明
のボードを設置しました。

　◆傍聴自粛のお願い
　　本会議および委員会の傍聴については自粛をお願いしてい
ます。傍聴される場合には、手指消毒やマスク着用を含む咳
エチケットの徹底、傍聴席での距離を空けた着席などへの協
力をお願いしています。

左から中原市長、佐藤豊美議長、佐藤誠副議長

市の花「チューリップ」
発行：新潟市議会  編集：新潟市議会広報委員会 〒951-8550 新潟市中央区学校町通1番町602番地１  ☎025‐226‐3385 令和２年（2020年）８月２日

（年４回発行）

第90号

みなとまち
みらいまち
新潟市

●次回の定例会のお知らせ　９月定例会は９月８日から30日までの23日間の会期で開催の予定です。



市
内
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
と

�

新
潟
中
央
環
状
道
路
の
改
良

平
松　

洋
一（

翔
政
会
）

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
鎮
静
化
後
の
事
業
再
生

の
支
援
の
た
め
、
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
全
て
の
部

署
の
発
注
案
件
を
市
内
中
小
企
業
者
に

発
注
す
る
よ
う
再
検
討
し
、
原
則
、
市

発
注
は
市
内
、
区
発
注
は
区
内
、
学
校

発
注
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
区
域
内
の
業
者

へ
発
注
す
べ
き
で
は
。

　
　

条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
物
品
調

達
や
建
設
工
事
の
市
内
・
区
内
業
者
へ

の
優
先
発
注
を
規
定
し
て
い
る
。
本
市

経
済
の
回
復
に
向
け
、
市
長
部
局
は
も

と
よ
り
教
育
委
員
会
も
含
め
、
市
内
中

小
企
業
者
へ
の
発
注
増
大
に
努
め
る
。

�　
　

北
区
の
新
潟
中
央
環
状
道
路
長
戸

呂
区
間
は
片
側
車
線
の
幅
員
が
２
・
75

メ
ー
ト
ル
と
狭
い
が
、
交
通
量
も
多
く
、

季
節
に
よ
っ
て
は
農
耕
車
が
路
肩
に
止

ま
り
極
め
て
危
険
な
た
め
、
い
ち
早
く

必
要
な
幅
員
に
改
良
す
べ
き
で
は
。

　
　

本
年
度
よ
り
地
域
の
皆
さ
ま
と
意

見
交
換
し
な
が
ら
、
整
備
計
画
や
当
面

の
安
全
対
策
の
検
討
を
始
め
た
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
と

　

地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
設
置

豊
島　

真
（
翔
政
会
）

�　
　

本
市
の
安
定
し
た
収
入
の
確
保
に

向
け
、
公
共
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
制
度
の
活
用
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
黒
埼
市
民
会
館

を
「
黒
埼
茶
豆
市
民
会
館
」
と
す
る
な

ど
、
各
区
の
特
産
品
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル

に
つ
な
が
る
よ
う
な
命
名
を
募
集
す
る

制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

既にネーミングライツ制度を導入している新潟市アイス
アリーナ。愛称は「ＭＧＣ三菱ガス化学アイスアリーナ」

　
　

新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
に
向
け

た
広
告
収
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
中

で
、
特
産
品
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
に
つ
な

が
る
命
名
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

�　
　

教
育
現
場
の
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
同
様
に
、
防
災
で
も
、
地

域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
避
難
所
運
営
な
ど
の
防
災
レ
ベ

ル
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
地
域
防
災
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

住
民
主
体
の
防
災
対
策
を
進
め
る

た
め
防
災
士
を
育
成
し
て
い
る
が
、
今

後
も
地
域
の
方
が
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
含
め
手
法
を
研
究
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
危
機
と
気
候
危
機
と
の
関
係
と

�

市
民
生
活
の
回
復

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

�　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
危
機
が
進
行
す
る
一
方
、
気
候
変

動
の
危
機
的
状
態
も
深
刻
で
あ
る
。
気

候
変
動
や
自
然
破
壊
が
新
興
感
染
症
発

生
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
は
、

森
林
伐
採
や
都
市
化
の
拡
大
に
よ
る
野

生
動
物
と
人
間
の
生
活
域
の
近
接
が
要

因
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
温
暖
化
や

自
然
破
壊
は
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
可
能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

�　
　

市
民
生
活
の
回
復
と
い
う
観
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
職
を
失
っ
た
方
な
ど
を
市
が
緊

急
雇
用
し
、
同
感
染
症
対
策
関
連
で
増

大
が
見
込
ま
れ
る
業
務
の
補
助
に
当

た
っ
て
も
ら
う
仕
組
み
を
早
急
に
つ
く

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
方
針
の
骨

格
を
伺
う
。

　
　

市
役
所
内
で
増
加
し
た
業
務
の
緊

急
的
な
調
査
を
踏
ま
え
、
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
35
人
を
採
用
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機
か
ら

　

地
域
医
療
と
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に

平　

あ
や
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

�　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

一
般
の
医
療
機
関
も
大
規
模
な
受
診
抑

制
に
直
面
し
経
営
危
機
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
市
内
の
医
療
機
関
の
減
収
の
実

態
を
把
握
し
、
国
に
財
政
支
援
を
求
め

る
と
同
時
に
、
必
要
な
受
診
や
健
診
は

自
粛
し
な
い
よ
う
、
市
民
に
適
切
な
情

報
を
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

医
療
機
関
へ
の
財
政
的
支
援
に
つ

い
て
は
指
定
都
市
市
長
会
を
通
し
て
国

に
要
請
し
て
い
る
。
ま
た
受
診
を
控
え

る
こ
と
で
体
調
や
病
状
悪
化
に
つ
な
が

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
適
正
な
受
診
や

健
診
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

�　
　

国
の
持
続
化
給
付
金
は
売
り
上
げ

が
前
年
同
月
比
50
％
以
上
減
少
と
い
う

根
拠
の
な
い
線
引
き
で
あ
る
。
対
象
に

な
ら
な
い
20
％
以
上
50
％
未
満
に
減
少

し
て
い
る
多
く
の
事
業
者
へ
の
本
市
独

自
の
給
付
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
で
は
。

　
　

売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
30
％

以
上
50
％
未
満
に
減
少
し
て
い
る
事
業

者
へ
の
支
援
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
文
化
芸
術
の
支
援
と

�

子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

松
下　

和
子

（
新
潟
市
公
明
党
）

�　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
で
、
文
化
芸
術
の
公
演
の
多

く
が
中
止
や
延
期
に
追
い
込
ま
れ
、
収

入
を
失
っ
て
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
人

も
出
て
き
て
い
る
。
心
を
潤
す
豊
か
な

社
会
を
つ
く
る
文
化
芸
術
を
守
る
た
め
、

本
市
と
し
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

発
表
の
場
や
鑑
賞
機
会
の
提
供
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
な
ど
の
支
援
を
行

う
予
定
で
あ
り
、
本
市
の
文
化
芸
術
が

途
絶
え
な
い
よ
う
迅
速
に
取
り
組
む
。

�　
　

令
和
元
年
12
月
定
例
会
で
、
子
宮

頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
の
個

別
通
知
の
実
施
を
検
討
す
る
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
最
後
の
接
種
機
会
と
な
る

高
校
１
年
生
へ
の
お
知
ら
せ
を
含
め
た

進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
か
ら
毎
年
度
末
に
中
学
３

年
生
女
子
全
員
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配

る
他
、
本
年
度
は
高
校
１
年
生
相
当
の

女
子
へ
も
個
別
に
案
内
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
現
在
、
発
送
準
備
中
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
と
県
の
役
割
分
担
と

　

基
金
取
り
崩
し
や
大
胆
な
財
政
運
営

小
柳　

聡
（
民
主
に
い
が
た
）

�　
　

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
で
は
、
県
と

の
連
携
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
今
後
の
経
済
対
策
は
、
県
が
基
本

的
な
部
分
を
担
い
、
市
が
上
乗
せ
を
す

る
な
ど
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
効
果
的

に
施
策
を
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
状
況
や
局
面
を
見
据

え
、
今
後
も
市
と
県
の
役
割
に
応
じ
て

対
策
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

�　
　

国
の
臨
時
交
付
金
は
本
定
例
会
で

の
補
正
予
算
で
ほ
ぼ
使
い
果
た
す
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
も
続
く
非
常
事
態
と

い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
財
政
調
整
基
金
を
積
極
的
に
取
り

崩
し
て
財
源
を
確
保
し
、
大
胆
な
財
政

運
営
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

財
政
調
整
基
金
は
、
今
は
非
常
時

と
い
う
認
識
の
下
で
積
み
増
し
を
停
止

し
て
い
る
が
、
必
要
な
対
策
の
財
源
と

し
て
取
り
崩
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●財政調整基金
　経済事情の著しい変動お
よび災害で予期せぬ減収や
支出が発生する場合など
に、年度間の財源の不均衡
を調整するために地方公共
団体が積み立てる基金。
　本市では、「新潟市財政
調整基金条例」に基づいて
積み立てと取り崩しを行っ
ている。

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
支
援
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
支
援

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

�　
　

ひ
と
り
親
家
庭
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
学
校

の
休
校
な
ど
に
よ
る
子
ど
も
の
心
身
両

面
の
負
担
に
加
え
、
日
頃
か
ら
経
済
的

に
苦
し
い
中
で
さ
ら
に
家
計
が
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
、

一
日
も
早
い
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
国

か
ら
の
支
援
の
他
に
も
、
継
続
的
な
支

援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に
対
し
、

国
の
給
付
金
に
先
駆
け
７
月
に
本
市
独

自
に
３
万
円
を
給
付
す
る
予
定
。
さ
ら

な
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
と

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

�　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
利
用

制
限
や
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
経
営

に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
事
業
継
続
で

き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
所
へ
の

調
査
を
行
い
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　

全
国
介
護
事
業
者
連
盟
の
緊
急
調

査
で
も
コ
ロ
ナ
禍
の
経
営
へ
の
影
響
を

示
し
て
お
り
、
本
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
捉
え
実
態
の
把
握
に
努
め
る
。

緊
急
経
済
対
策
の
財
源
確
保
と

　

国
民
健
康
保
険
に
対
す
る
国
の
支
援

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

�　
　

市
長
は
新
潟
市
経
済
社
会
再
興
本

部
の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
少
な
く
と

も
50
億
円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
緊
急
経
済
対
策
を
検
討
す
る
と

し
て
い
た
が
、
本
定
例
会
の
追
加
提
案

で
は
60
億
円
規
模
と
な
っ
た
。
そ
の
財

源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
。

　
　

国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
最

大
限
活
用
し
、
予
算
執
行
が
見
込
ま
れ

な
い
事
業
の
財
源
を
必
要
な
施
策
に
振

り
替
え
る
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応
す
る
。

�　
　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
中

に
は
、
必
ず
し
も
収
入
が
多
い
と
は
い

え
な
い
方
々
が
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
収
入
減
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
被
保
険
者
は
か
な
り
の

数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
国
か
ら
の

財
政
的
な
支
援
な
ど
は
あ
る
の
か
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
し
て
行
う
保
険
料
の
減
免
や
傷
病

手
当
金
は
、
国
の
財
政
支
援
が
受
け
ら

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

▼
一
般
質
問
者
は
28
人
で
す
。
質
問
項
目

は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼


の
末
尾
に
か
っ
こ
書
き
の
記
載
が

な
い
答
弁
は
全
て
市
長
答
弁
で
す
。

一
般
質
問
の
要
旨

にいがた市議会だより 2令和２年（2020年）８月２日

●市議会ホームページでは会議録など、さまざまな議会情報を掲載しています。どうぞご利用ください。http://www.city.niigata.lg.jp/shigikai/index.html



（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
と

　

不
登
校
児
童
な
ど
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

高
橋　

聡
子

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
出
て

い
る
。
生
活
困
窮
者
は
さ
ら
に
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
支
援
が
必
要
な
方
も
増
加

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

自
立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
受
付

件
数
は
前
年
同
月
と
比
べ
、
令
和
２
年

３
月
は
20
件
、
４
月
は
１
３
１
件
増
加

し
て
お
り
、
今
後
も
適
切
か
つ
効
果
的

に
支
援
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
２
波
の
影
響
で
再
び
学
校
が
休
校
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
早
急
に
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
不

登
校
の
児
童
・
生
徒
が
学
校
に
行
か
な

く
て
も
先
生
の
顔
を
見
な
が
ら
相
談
で

き
、
学
習
の
遅
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
の
活
用
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

オ
ン
ラ
イ
ン
の
環
境
を
整
え
、
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
支
援
す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）

飲
食
店
支
援
と



（
仮
称
）上
所
駅
の
早
期
設
置

内
山　

航
（
翔
政
会
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
飲
食
店
営
業
へ
の
打
撃
は
顕
著

で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
で
の
弁
当
販
売
が
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
。
弁
当
の
製
造
販
売
に
は
営

業
許
可
が
必
要
だ
が
、
通
常
の
飲
食
店

営
業
に
戻
る
と
き
に
も
ま
た
許
可
が
必

要
と
な
る
た
め
、
許
可
手
続
き
を
簡
素

ど
を
行
い
、
保
護
者
と
連
携
し
な
が
ら

児
童
・
生
徒
の
状
況
把
握
に
努
め
る
。

（
教
育
長
）

●子どもの心身のケアハンドブック
　新型コロナウイルス感染症の影
響による子どもの心と身体の健康
問題の早期発見・早期対応につな
げるため、本市教育委員会が、教
職員向けに学校がすべき対応と留
意点について具体的に整理したもの。
　子どもの年代別の対応例や、心
と身体のチェック表の例などがま
とめられており、市ホームページ
にも掲載されている。

出
産
前
妊
婦
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
と

　

学
校
運
営
に
関
す
る
専
門
家
会
議
設
置

石
附　

幸
子

（
市
民
ネ
ッ
ト
に
い
が
た
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
妊
婦
は
感
染
へ

の
不
安
や
里
帰
り
出
産
の
制
限
な
ど
で
、

出
産
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
不

安
解
消
と
母
子
保
健
医
療
体
制
を
守
る

た
め
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用

し
、
出
産
前
の
妊
婦
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

●PCR検査
　PCRはポリメラーゼ連鎖反応（Polymerase 
Chain Reaction）の略で、遺伝子検査の手
法の一つ。微量の遺伝子の断片を増やし
て判定を可能にする。臨床現場や研究だ
けでなく、食品の産地調査や食中毒の原
因究明など幅広く利用されている。
　新型コロナウイルスの検査では、採取
した鼻咽頭ぬぐい液や唾液中にウイルス
の遺伝子が含まれていれば「陽性」とされ
る。分析には専用の装置が必要となる。

　
　

妊
婦
の
不
安
解
消
に
は
有
効
だ
が
、

検
査
体
制
や
医
療
機
関
と
の
調
整
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
県

収
支
均
衡
予
算
の
根
拠
と

　

人
口
減
少
に
対
応
し
た
予
算
計
画

高
橋　

三
義

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

市
長
は
令
和
２
年
度
予
算
を
収
支

均
衡
の
取
れ
た
予
算
と
言
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
表
向
き
で
、
負
担
の
先
送
り
で

あ
る
資
本
費
平
準
化
債
53
億
円
の
発
行

に
よ
り
達
成
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

資
本
費
平
準
化
債
発
行
も
含
め
、
収
支

均
衡
予
算
と
言
え
る
根
拠
は
何
か
。

　
　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
反
映
し
、
本

市
が
直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
へ
の
対
応

も
図
り
な
が
ら
効
果
的
・
効
率
的
な
経

営
資
源
配
分
に
努
め
、
基
金
に
頼
ら
な

い
収
支
均
衡
の
取
れ
た
予
算
と
な
っ
た
。

　
　

本
市
の
予
算
計
画
は
、
資
本
費
平

準
化
債
の
発
行
や
市
債
管
理
基
金
の
積

立
期
間
の
先
延
ば
し
な
ど
、
将
来
の
人

口
減
少
に
対
応
し
て
い
る
の
か
疑
問
で

あ
る
。
人
口
減
少
に
対
応
し
た
収
支
均

衡
の
取
れ
た
予
算
編
成
と
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
い
る
の
か
。

　
　

公
共
施
設
の
再
編
を
含
む
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
推
進
や
投
資
的
経
費
の
厳

正
な
事
業
選
択
に
よ
り
、将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
目
指
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
保
育
従
事
者
へ
の
支
援
と



旧
鳥
屋
野
小
学
校
跡
地
利
用

小
野　

照
子（

翔
政
会
）

　
　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
は
、
医
療
・
介

護
従
事
者
に
は
国
か
ら
慰
労
金
の
支
援

が
あ
る
が
、
保
育
従
事
者
に
は
何
の
手

当
も
な
い
。
ま
た
保
育
士
の
多
く
は
、

人
手
不
足
で
よ
り
良
い
保
育
を
提
供
す

る
た
め
の
研
修
や
勉
強
会
に
参
加
で
き

な
い
状
況
も
あ
る
た
め
、
こ
の
状
況
へ

の
打
開
策
を
含
め
見
解
を
伺
う
。

　
　

医
療
や
介
護
施
設
と
は
性
質
が
異

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

弁
当
製
造
と
客
室
で
の
飲
食
提
供

を
、
時
間
を
区
切
り
双
方
で
行
う
新
た

な
営
業
形
態
に
つ
い
て
、
衛
生
が
確
保

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
手
続
き
が
簡
素

化
で
き
る
よ
う
、
今
後
県
と
協
議
す
る
。

　
　

（
仮
称
）
上
所
駅
の
設
置
に
向
け

て
Ｊ
Ｒ
と
の
話
し
合
い
を
加
速
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
新
駅
の
需
要

予
測
な
ど
の
調
査
の
結
果
、
設
置
場
所

を
確
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
た
の
か
。

　
　

本
市
が
昨
年
度
実
施
し
た
現
地
測

量
調
査
の
結
果
、
西
跨
線
橋
の
西
側
に

設
置
さ
れ
て
い
る
地
下
歩
道
付
近
を
新

駅
設
置
の
範
囲
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

中
学
校
体
育
大
会
の
中
止
と

　

児
童
・
生
徒
の
心
理
的
ス
ト
レ
ス
の
把
握

宇
野　

耕
哉

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
学
校
体
育
大
会
の

中
止
が
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
練
習
し
て
き
た
中
学
生
、
特
に

３
年
生
の
気
持
ち
に
応
え
、
そ
の
成
果

を
表
す
た
め
の
代
替
え
の
機
会
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

中
学
校
体
育
連
盟
は
代
替
え
の
大

会
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
が
、

競
技
団
体
や
部
活
動
顧
問
が
代
替
え
の

大
会
や
練
習
試
合
を
行
う
場
合
に
は
、

必
要
物
品
の
補
助
な
ど
の
支
援
を
行
う
。

（
教
育
長
）

　
　

学
校
の
休
校
措
置
に
よ
り
児
童
・

生
徒
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
子

ど
も
た
ち
が
受
け
た
心
理
的
ス
ト
レ
ス

も
深
刻
で
あ
る
。
学
校
で
は
そ
の
状
態

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
く
の
か
。

　
　

子
ど
も
の
心
身
の
ケ
ア
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
基
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
な

と
歩
調
を
合
わ
せ
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
、
学
校
の
閉

鎖
や
再
開
に
は
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

教
育
委
員
会
に
、
小
児
感
染
症
や
公
衆

衛
生
の
専
門
家
の
方
々
か
ら
な
る
専
門

家
会
議
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
も
新
潟
大
学
の
教
授
か

ら
意
見
を
頂
い
た
他
、
県
の
専
門
家
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
情

報
を
得
て
い
る
。
今
後
も
同
様
の
方
法

に
よ
り
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。
（
教

育
長
）

デ
マ
ン
ド
交
通
先
進
都
市
の
成
功
事
例

内
山　

幸
紀

（
新
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
成
功
事
例
と
も

い
え
る
熊
本
県
長
洲
町
の
「
き
ん
ぎ
ょ

タ
ク
シ
ー
」
を
視
察
し
た
が
、
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
上
で
バ
ス
事
業

を
や
め
る
大
き
な
決
断
を
行
い
、
公
共

交
通
を
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
車
を
利
用
し
た

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
し
て
い
た
。
本
市
の
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
と
異
な
り
、
玄
関
先
ま
で
迎
え
が

あ
り
、
役
場
内
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

る
利
用
者
に
合
わ
せ
た
案
内
が
あ
る
な

ど
の
優
れ
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
う

し
た
先
進
都
市
の
事
例
を
本
市
に
も
取

り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
は
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
運
行
が
可
能
な

反
面
、
事
前
予
約
が
必
要
で
あ
る
な
ど

定
時
定
路
線
と
比
較
し
て
利
用
環
境
が

劣
る
部
分
も
あ
る
。
北
区
や
南
区
で
実

施
し
て
い
る
社
会
実
験
を
通
じ
て
課
題

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
他
都
市
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
デ
マ
ン
ド
交
通
の
検
討
を
進
め
る
。

な
る
た
め
、
現
時
点
で
は
一
時
金
の
支

給
は
考
え
て
い
な
い
が
、
保
育
従
事
者

の
処
遇
改
善
を
引
き
続
き
国
に
要
望
す

る
と
と
も
に
、
事
務
負
担
軽
減
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　

旧
鳥
屋
野
小
学
校
跡
地
は
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
住
民
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
複
合
的
に
整
備
す
る
こ

と
で
新
た
な
地
域
拠
点
に
な
る
と
考
え

る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
本
市

の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
か
ら
地
域
と
の
勉
強
会
も

始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
参
考
に
し

な
が
ら
今
後
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

新
潟
市
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を



コ
ロ
ナ
禍
か
ら
守
る
た
め
に

伊
藤　

健
太
郎

（
翔
政
会
）

　
　

子
ど
も
や
保
護
者
が
抱
く
偏
見
・

差
別
へ
の
恐
怖
は
大
人
以
上
で
あ
る
。

子
ど
も
自
身
や
わ
が
子
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、
治
っ
た

後
に
、
偏
見
・
差
別
な
く
元
の
学
校
生

活
に
戻
れ
る
か
不
安
で
あ
る
と
の
声
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校
で
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

各
学
校
で
は
、
偏
見
・
差
別
的
な

発
言
な
ど
に
つ
い
て
道
徳
や
学
級
活
動

の
時
間
を
中
心
に
指
導
し
て
い
る
他
、

学
校
だ
よ
り
な
ど
を
利
用
し
て
各
家
庭

で
話
し
合
う
こ
と
も
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
教
育
長
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
を
踏
ま
え
、
修
学
旅
行
を
や
む
を

得
ず
中
止
、
延
期
、
変
更
す
る
場
合
に

発
生
す
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
市
が
公

費
負
担
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

保
護
者
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
の
財
源
を
活
用
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
き
た
い
。（
教
育
長
）

にいがた市議会だより3 令和２年（2020年）８月２日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。



ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
と

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続

志
賀　

泰
雄

（
新
潟
市
公
明
党
）

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
の
半
数
が
相
対
的

貧
困
に
あ
る
と
言
わ
れ
る
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
困
窮

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
は

い
の
一
番
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

本
市
独
自
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

●相対的貧困
　国民生活基礎調査では、
世帯の可処分所得などか
ら算出した数値を高い順
に並べて、中央値の半分
に満たないケースを相対
的貧困としている。
　平成30年の数値で、子
どもがいる現役世帯の世
帯員のうち、大人が１人の
世帯の世帯員の相対的貧
困率が48.1％とされている。

　
　

国
に
お
け
る
臨
時
特
別
給
付
金
の

他
に
、
本
市
独
自
の
施
策
と
し
て
「
新

潟
市
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
へ
の
子
育

て
応
援
金
」
を
給
付
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
11
カ
所
の
日
中
一
時

支
援
事
業
所
が
休
業
し
た
。
環
境
の
変

化
が
苦
手
な
障
が
い
者
は
混
乱
し
て
家

族
も
大
変
に
な
る
た
め
、
休
業
す
る
場

合
は
代
替
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
と
も
に
、

利
用
者
側
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

休
業
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
は
、

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
当
該
事
業
所

と
計
画
相
談
事
業
所
や
区
役
所
な
ど
の

関
係
機
関
が
連
携
し
、
必
要
な
支
援
が

欠
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
備
え
と



本
市
独
自
の
経
済
対
策

小
泉　

仲
之

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
秋
以
降

に
第
２
波
の
ま
ん
延
が
予
想
さ
れ
る
。

医
療
機
関
の
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
、
社

会
活
動
の
停
滞
を
防
ぐ
た
め
、
早
期
に

感
染
者
を
見
分
け
る
本
市
独
自
の
発
熱

外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
県
を

補
完
す
る
上
で
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

感
染
症
対
策
は
、
広
域
的
連
携
の

下
で
行
う
こ
と
で
最
大
の
効
果
が
あ
る

た
め
、
検
査
体
制
に
つ
い
て
は
県
と
の

連
携
の
中
で
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　

感
染
症
が
い
っ
た
ん
収
束
し
た
今
、

大
打
撃
を
受
け
た
中
小
個
人
事
業
者
の

救
済
に
、
か
つ
て
な
い
規
模
の
経
済
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
市
民
に
給
付

さ
れ
る
特
別
定
額
給
付
金
総
額
８
０
０

億
円
を
積
極
的
に
引
き
出
し
、
経
済
を

活
性
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

地
域
経
済
の
活
性
化
に
は
、
地
域

内
で
お
金
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
地
域
の
幅
広
い
店
舗
で
使
用

で
き
る
、
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い

た
商
品
券
を
速
や
か
に
発
行
し
た
い
。

産
業
構
造
か
ら
見
た
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
と



地
域
経
済
構
造
の
デ
ザ
イ
ン

吉
田　

孝
志

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

地
域
経
済
の
早
期
の
回
復
を
目
指

す
た
め
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
、

本
市
の
産
業
構
造
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

把
握
し
、
よ
り
的
確
な
支
援
や
救
済
措

置
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地
域
経
済
回

復
の
イ
メ
ー
ジ
を
伺
う
。

　
　

食
関
連
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

本
市
の
産
業
構
造
の
特
徴
で
あ
り
、
飲

食
業
な
ど
の
売
り
上
げ
が
減
少
す
る
と

全
体
に
影
響
が
及
ぶ
。
ま
ず
は
食
関
連

産
業
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
、
地
域
経

済
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

　
　

本
市
は
日
本
初
の
「
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
の
湿
地
自
治
体
認
証
制
度
」
の
候

補
と
な
っ
た
。
世
界
に
誇
れ
る
環
境
の

中
で
、
新
た
な
社
会
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

５
・
０
）
を
目
指
し
成
長
す
る
地
域
経

済
構
造
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
き
で
は
。

●ラムサール条約の湿地
自治体認証制度

　ラムサール条約の決議XII.10
に基づく枠組みで、湿地の保
全・再生、普及啓発、環境教育
等の推進に関する全12項目の国
際基準に該当する自治体に対し
認証を行うもの。
　自治体のブランド化および地
域における湿地の保全や賢明な
利用の推進を図ることを目的と
したもので、有効期間は認証か
ら６年間。

　
　

本
市
経
済
の
持
続
的
成
長
の
た
め
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
で
新
た
な
価
値
の
創

造
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
事
業
と

　

委
託
業
者
に
対
す
る
便
宜
供
与

深
谷　

成
信（

翔
政
会
）

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施

に
は
旅
行
業
法
で
定
め
る
旅
行
業
の
登

録
が
必
要
だ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
の

委
託
業
者
で
あ
っ
た
ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン

新
潟
は
、
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
と
し

て
の
資
格
し
か
な
か
っ
た
。バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
資
格
の
な
い
業
者
へ
の
委

託
は
誰
の
責
任
で
決
定
さ
れ
た
の
か
。

　
　

旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業
に
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
部
分
は
旅
行
業
の
資
格

を
有
す
る
事
業
者
へ
再
委
託
し
て
お
り
、

問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

本
市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
新
潟
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
は
、
ピ
ー
ス

キ
ッ
チ
ン
新
潟
の
設
立
に
際
し
、
協
会

内
で
の
本
社
の
登
記
や
事
務
ス
ペ
ー
ス

設
置
な
ど
の
便
宜
供
与
を
図
っ
た
が
、

誰
の
責
任
に
お
い
て
許
可
し
た
の
か
。

　
　

ピ
ー
ス
キ
ッ
チ
ン
新
潟
の
活
動
が

協
会
の
事
業
に
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の

間
、
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
使
用
を
協
会
の

判
断
で
認
め
た
と
聞
い
て
い
る
。

新
潟
市
経
済
社
会
再
興
本
部
の
設
置
と



ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
広
報
戦
略

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

　
　

本
市
は
国
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
た
翌
日
の
５
月
26
日
に
新
潟
市

経
済
社
会
再
興
本
部
を
設
置
し
た
。
時

期
尚
早
と
い
う
声
が
聞
こ
え
そ
う
な
中

で
の
設
置
だ
っ
た
と
も
感
じ
た
が
、
タ

イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　

本
市
は
感
染
を
一
定
程
度
に
収
め

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

た
め
、
５
月
26
日
に
再
興
本
部
を
設
置

し
、
経
済
再
興
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

　
　

本
市
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
情
報

発
信
は
、
未
曽
有
の
事
態
に
対
応
し
な

が
ら
組
織
横
断
的
に
発
信
す
る
な
ど
意

識
の
高
ま
り
を
感
じ
た
。
本
市
の
ブ
ラ

ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
な
広

報
と
い
う
施
策
は
後
回
し
に
さ
れ
が
ち

だ
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
機
に
大
胆
で
戦

略
的
な
展
開
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
魅
力
や
優
位
性
、
重
点
的

な
取
り
組
み
が
各
部
門
か
ら
的
確
に
発

信
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
庁
を
挙

げ
て
戦
略
的
な
広
報
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
な
ど
の
見
直
し
と



Ｊ
Ｒ
巻
駅
の
周
辺
整
備

土
田　

真
清（

翔
政
会
）

　
　

本
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
礎
と

な
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
都
市

計
画
基
本
方
針
の
見
直
し
が
始
ま
る
が
、

広
大
な
農
地
を
有
す
る
本
市
は
、
優
良

農
地
の
確
保
と
都
市
計
画
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
今
後
の
発
展
を
目
指
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
全
市
的
な
視
点
に
加
え
地
域
特
性

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
区

が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

　
　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
都
市

計
画
基
本
方
針
の
見
直
し
に
当
た
っ
て

は
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
各

区
か
ら
そ
の
方
向
性
を
示
し
て
も
ら
う
。

●農業振興地域整備計画
　農業振興地域の整備に関す
る法律に基づいて、農業の振
興を図ることが必要な地域に
ついて、優良な農地の確保な
ど農業地域を保全・形成する
こと、ならびに農業の振興を
計画的に推進するため、市が
策定する計画。
　今後、本市に旧市町村単位
で存在する15計画が区単位の
８計画に再編される予定。

　
　

都
市
計
画
基
本
方
針
で
、
交
通
結

節
点
で
は
駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
巻
駅
の
周
辺

整
備
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
ど
う
か
。

　
　

巻
駅
は
、
駅
前
広
場
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
自
由
通
路
な
ど
の
施
設
配
置
計
画

立
案
に
向
け
、
引
き
続
き
地
元
調
整
や

鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

新
た
な
子
ど
も
食
堂
の
姿
・
目
的
と



児
童
相
談
所
へ
の
影
響
と
対
応

細
野　

弘
康

（
民
主
に
い
が
た
）

　
　

子
ど
も
食
堂
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
子
ど
も
の
居
場
所

と
し
て
全
面
的
に
活
動
で
き
る
の
か
見

通
せ
な
い
中
、
ど
う
活
動
し
て
い
く
の

か
あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
て
い
る
。
新

た
な
子
ど
も
食
堂
の
姿
と
目
的
に
つ
い

て
、
市
と
運
営
者
が
情
報
を
共
有
し
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
共
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
　

食
事
の
提
供
だ
け
で
は
な
い
多
様

化
し
た
運
営
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
機

関
や
団
体
と
意
見
交
換
を
重
ね
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
児
童
相
談
所
の
児
童
虐
待

相
談
件
数
の
推
移
と
、
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た

の
か
伺
う
。

　
　

本
年
３
月
～
４
月
の
児
童
虐
待
相

談
件
数
は
１
７
１
件
で
昨
年
の
１
５
６

件
に
対
し
若
干
増
加
し
た
。
ま
た
支
援

が
必
要
な
家
庭
に
は
感
染
防
止
に
配
慮

し
た
訪
問
に
加
え
、
登
校
日
を
利
用
し

た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
を
増
や
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
相
談
外
来
」の
機
能
強
化
と

　

教
職
員
増
員
で
20
人
の
少
人
数
学
級
を

飯
塚　

孝
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

県
が
市
医
師
会
に
委
託
し
て
「
新

型
コ
ロ
ナ
相
談
外
来
」
を
設
置
し
た
が
、

冬
季
間
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に

は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
加
え
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
鑑
別
診
断
が
で
き
る
よ
う
機

能
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
行
政

区
に
も
開
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
鑑
別
診
断
に

つ
い
て
は
、
市
医
師
会
や
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。
相
談
外
来
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
感
染
状
況
に
応
じ
て

県
と
連
携
し
適
切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
校
に
お
け
る
物
理
的
距
離
を
確

保
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

リ
ス
ク
を
回
避
し
、
一
人
一
人
へ
の
丁

寧
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
に
は
、
教

職
員
を
増
員
し
て
、
20
人
程
度
の
少
人

数
学
級
に
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

限
ら
れ
た
教
職
員
定
数
内
で
の
少

人
数
学
級
の
拡
充
は
、
現
状
で
は
難
し

い
。
効
果
的
な
教
員
配
置
の
研
究
と
、

国
へ
の
定
数
の
改
善
要
望
を
継
続
す
る
。

（
教
育
長
）

る
取
り
組
み
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

公民連携でまちなかの緑化に取り組んでいる事例
の「フラワーパートナー事業」（令和２年春）

台
風
15
号
・
19
号
を
踏
ま
え
た



浸
水
被
害
な
ど
へ
の
対
策

小
野　

清
一
郎

（
翔
政
会
）

　
　

近
年
の
温
暖
化
に
よ
り
、
台
風
が

大
型
化
し
、
今
ま
で
に
な
い
経
路
で
進

む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
昨

年
関
東
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
15
号
・
19
号
で
は
河
川
の
逆

流
な
ど
が
原
因
の
被
害
が
あ
っ
た
。
こ

の
被
害
を
本
市
と
し
て
も
検
証
し
、
早

急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
河

川
へ
放
流
し
て
い
る
雨
水
管
の
逆
流
防

止
策
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
河
川
の
合
流
地
点
の
中
で
、

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
が
起
こ
り
得

る
箇
所
を
把
握
し
、
そ
の
対
策
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　
　

雨
水
管
の
逆
流
防
止
の
た
め
、
吐

き
口
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
定
期
的
に
点

検
し
て
い
る
他
、
降
雨
時
に
は
、
河
川

管
理
者
と
連
携
し
て
河
川
水
位
情
報
の

確
認
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
に
つ
い

て
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
と
合
流
す

る
支
川
を
主
に
管
理
す
る
県
に
お
い
て

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

にいがた市議会だより 4令和２年（2020年）８月２日

●新聞（新潟日報、朝日・読売・毎日・産経・日本経済新聞）を購読されていない方には市議会だよりを申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）



財
政
調
整
基
金
な
ど
の
活
用
と

　

不
要
不
急
の
大
型
事
業
の
見
直
し

五
十
嵐　

完
二

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
事
業
費
約
80
億
円
の
財
源
は
、
国

の
臨
時
交
付
金
な
ど
国
や
県
な
ど
か
ら

78
億
円
、
本
市
は
財
政
調
整
基
金
を
取

り
崩
し
た
約
２
億
円
程
度
で
あ
る
。
大

災
害
時
で
あ
る
今
、
同
基
金
の
残
り
58

億
円
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

危
機
か
ら
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

た
め
全
力
を
挙
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

基
金
な
ど
の
今
後
の
活
用
は
、
除

雪
な
ど
一
定
規
模
の
財
政
需
要
も
意
識

し
つ
つ
適
宜
判
断
し
て
い
く
が
、
緊
急

事
態
の
た
め
、
基
金
残
高
に
こ
だ
わ
ら

ず
に
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　

本
年
度
の
万
代
島
ル
ー
ト
線
の
直

轄
負
担
金
は
８
億
円
、
新
潟
中
央
環
状

道
路
の
本
市
負
担
は
18
億
円
で
あ
る
。

不
要
不
急
の
大
型
事
業
を
見
直
し
、
コ

ロ
ナ
禍
対
策
の
財
源
に
す
べ
き
で
は
。

　
　

道
路
整
備
の
計
画
的
か
つ
着
実
な

推
進
は
、
地
域
経
済
活
動
の
復
興
と
持

続
的
な
成
長
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き

る
た
め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
営
住
宅
の
民
間
住
宅
活
用
と

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

保
苅　

浩
（
翔
政
会
）

　
　

市
営
住
宅
は
毎
年
多
額
の
維
持
管

理
費
が
か
か
る
が
、
古
く
な
っ
た
物
件

の
修
繕
に
も
限
界
が
あ
る
。
長
寿
命
化

工
事
に
よ
り
継
続
管
理
す
る
市
営
住
宅

と
の
両
立
で
、
既
存
の
民
間
住
宅
を
市

営
住
宅
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　

本
市
の
維
持
管
理
す
る
住
戸
数
が

将
来
的
に
必
要
な
戸
数
を
お
お
む
ね
満

た
す
見
込
み
で
あ
り
、
引
き
続
き
既
存

ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
が
基
本
と
考
え

て
い
る
。

　
　

農
用
地
区
域
に
な
っ
て
い
る
主
要

道
路
で
分
断
さ
れ
る
な
ど
集
団
性
を

失
っ
た
農
地
や
、
用
排
水
施
設
が
機
能

不
全
と
な
っ
た
農
地
は
、
地
域
の
実
情

を
把
握
し
、
地
域
の
声
を
考
慮
し
た
上

で
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
進
め
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

本
年
度
か
ら
３
年
計
画
で
行
う
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
の
中

で
、
農
用
地
区
域
と
非
農
用
地
区
域
の

境
界
を
明
確
に
し
て
い
く
。

部
活
動
参
加
へ
の
本
人
の
意
思
尊
重
と



緑
の
ま
ち
な
か
空
間
創
造
事
業

荒
井　

宏
幸（

翔
政
会
）

　
　

部
活
動
が
再
開
さ
れ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
の
不
安
を

感
じ
る
生
徒
も
い
る
と
思
う
。
団
体
競

技
な
ど
で
は
周
囲
に
気
を
使
い
、
休
み

に
く
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

学
校
は
一
段
と
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　

生
徒
や
保
護
者
に
説
明
を
行
い
、

部
活
動
参
加
の
同
意
を
得
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
学
校
で
は
部
活
動
へ
の
参
加

意
思
を
確
認
す
る
教
育
相
談
を
行
う
と

と
も
に
、
個
人
の
意
思
を
理
解
し
尊
重

す
る
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。
（
教
育

長
）

　
　

福
岡
市
で
は
、
企
業
が
ス
ポ
ン

サ
ー
に
な
っ
て
市
内
中
心
部
に
花
壇
を

設
置
す
る
な
ど
、
ま
ち
を
お
も
て
な
し

の
庭
に
し
て
い
る
。
本
市
も
緑
の
ま
ち

な
か
空
間
創
造
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

市
民
や
企
業
と
連
携
し
、
新
潟
ら
し
い

取
り
組
み
を
展
開
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

企
業
や
市
民
と
さ
ら
な
る
協
働
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
公
民
連
携
に
よ

る
取
り
組
み
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

公民連携でまちなかの緑化に取り組んでいる事例
の「フラワーパートナー事業」（令和２年春）

台
風
15
号
・
19
号
を
踏
ま
え
た



浸
水
被
害
な
ど
へ
の
対
策

小
野　

清
一
郎

（
翔
政
会
）

　
　

近
年
の
温
暖
化
に
よ
り
、
台
風
が

大
型
化
し
、
今
ま
で
に
な
い
経
路
で
進

む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
昨

年
関
東
な
ど
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
15
号
・
19
号
で
は
河
川
の
逆

流
な
ど
が
原
因
の
被
害
が
あ
っ
た
。
こ

の
被
害
を
本
市
と
し
て
も
検
証
し
、
早

急
な
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
河

川
へ
放
流
し
て
い
る
雨
水
管
の
逆
流
防

止
策
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
河
川
の
合
流
地
点
の
中
で
、

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
が
起
こ
り
得

る
箇
所
を
把
握
し
、
そ
の
対
策
は
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　
　

雨
水
管
の
逆
流
防
止
の
た
め
、
吐

き
口
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
定
期
的
に
点

検
し
て
い
る
他
、
降
雨
時
に
は
、
河
川

管
理
者
と
連
携
し
て
河
川
水
位
情
報
の

確
認
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
現
象
に
つ
い

て
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
と
合
流
す

る
支
川
を
主
に
管
理
す
る
県
に
お
い
て

対
策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

単位（円）

� 会派名など

支出項目など

翔政会
（26人）

日本共産党
新潟市議会
議員団
（６人）

民主
にいがた
（５人）

新潟市
公明党
（４人）

新市民
クラブ
（４人）

市民ネット
にいがた
（３人）

無所属
（１人）

無所属
（１人）

無所属
（１人） 合計

収　　　入 42,900,000� 9,900,000� 8,250,000� 6,600,000� 6,270,000� 4,950,000� 1,320,000� 1,320,000� 1,320,000� 82,830,000�

支
　
　
　
出

調 査 研 究 費 6,164,590� 622,423� 1,501,218� 913,155� 708,204� 277,651� 3,625� 241,644� 268,712� 10,701,222�

研 修 費 470,061� 403,790� 0� 0� 0� 500� 0� 71,005� 0� 945,356�

広 報 費 10,048,097� 4,791,530� 1,054,777� 2,965,036� 2,243,273� 4,311,895� 1,316,375� 784,967� 0� 27,515,950�

広 聴 費 339,990� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 339,990�

要請・陳情活動費 30,580� 60,720� 0� 0� 0� 0� 0� 38,240� 0� 129,540�

会 議 費 0� 0 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0�

資 料 作 成 費 193,550� 0� 23,502� 0� 132,000� 0� 0� 88,275� 0� 437,327�

資 料 購 入 費 1,484,540� 404,680� 299,578� 545,434� 266,605� 58,342� 0� 95,869� 26,431� 3,181,479�

人 件 費 2,952,285� 1,333,786� 165,000� 0� 104,129� 0� 0� 0� 0� 4,555,200�

事 務 所 費 2,221,081� 520,536� 921,997� 105,525� 209,265� 301,612� 0� 0� 0� 4,280,016�

計 23,904,774� 8,137,465� 3,966,072� 4,529,150� 3,663,476� 4,950,000� 1,320,000� 1,320,000� 295,143� 52,086,080�

残　　　額 18,995,226� 1,762,535� 4,283,928� 2,070,850� 2,606,524� 0� 0� 0� 1,024,857� 30,743,920

●政務活動費の交付額は、会派が「会派交付（所属議員数×月額150,000円）」または「会派および議員交付（会派交付分：所属議員数×月額30,000円、議員交付分：月額120,000円）」
の２通りから選択することにしています。また会派に属さない議員（無所属）には、議員交付分の月額120,000円を交付しています。　●紙面の都合上、表は会派別に会派交付分と議
員交付分の合計を記載しています（日本共産党新潟市議会議員団、市民ネットにいがたは会派交付を選択）。会派交付分および議員交付分の内訳は市議会ホームページに掲載していま
す。　●各会派の人数は、令和２年４月30日（政務活動費収支報告書提出期限）時点の人数を記載しています。　●政務活動費収支報告書と領収書などの支払証拠書類は、議会事務局
で閲覧することができます。写しが必要な場合は1面につき10円を負担いただきます。また市議会ホームページでもご覧いただけます。

令和元年度　政務活動費執行状況　（令和元年５月～令和２年３月交付分）

【
６
月
定
例
会
】

▼
不
採
択

　

●
第
71
号

　
　



懇
話
会
等
の
在
り
方
の
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て（
第
１
項
か
ら
第
３

項
）

　

●
第
72
号

　
　



市
民
病
院
の
誠
実
な
対
応
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て（
第
１
項
か
ら
第
４
項
）

　

●
第
73
号

　
　



新
潟
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
の
迅
速
な
審
査
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
第
74
号

　
　



財
産（
土
地
）借
用
許
可
の
手
続
等
に
つ

い
て（
第
１
項
お
よ
び
第
２
項
）

　

●
第
76
号

　
　



後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
現

状
維
持
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

　

●
第
77
号

　
　



75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
の
２
割

化
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

●
第
79
号

　
　



白
根
北
部
第
２
工
業
団
地
に
対
す
る
工

業
用
地
環
境
整
備
事
業
補
助
金
の
支
出

差
止
め
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

●
第
80
号

　
　



白
根
北
部
工
業
団
地
開
発
事
業
に
対
す

る
工
業
用
地
環
境
整
備
事
業
補
助
金
交

付
の
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
６
月
定
例
会
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

早
川　

幹
雄
さ
ん

大
島　

研
一
さ
ん

　

中
川　

兼
人
さ
ん

田
村　

泰
一
さ
ん

　

円
山　

耕
司
さ
ん

丸
山　

淳
子
さ
ん

　

神
村　
　

博
さ
ん

佐
野
え
り
子
さ
ん

　

内
山
由
紀
子
さ
ん

毛
利　

隆
二
さ
ん

　

田
中　
　

集
さ
ん

小
林
千
恵
子
さ
ん

　

川
﨑
左
千
子
さ
ん
廣
川　
　

浩
さ
ん

　

鈴
木　
　

禎
さ
ん

陳
情
の
審
査
結
果

人
　
事
　
案
　
件

にいがた市議会だより5 令和２年（2020年）８月２日

●目の不自由な方を対象に市議会だより点字版・音声版（デイジー版、一般用CD版）を申し込みにより郵送しています。希望される方は議会事務局調査法制課へ☎025−226−3385（直通）



■ 議 案 と そ の 結 果 ■

５月臨時会【市長提出】
議案番号 件　　　名 結果
第40号 令和２年度新潟市一般会計補正予算 可決
第41号 市長専決処分について 承認
第42号 令和２年度新潟市一般会計補正予算 可決
第43号 新潟市新型コロナウイルス感染症対策協力基金条例の制定について

［新型コロナウイルス感染症対策等に資するため、新たに基金を設
置するもの］

可決

第44号 市長専決処分について 承認

６月定例会【市長提出】
議案番号 件　　　名 結果
第45号 令和２年度新潟市一般会計補正予算 可決
第46号 令和２年度新潟市国民健康保険事業会計補正予算 可決
第47号 令和２年度新潟市介護保険事業会計補正予算 可決
第48号 令和２年度新潟市病院事業会計補正予算 可決
第49号 新潟市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正について［人事院規

則の改正に伴い、新型コロナウイルス感染症の防疫等業務に従事す
る職員の接触手当に関する規定を整備するもの］

可決

第50号 新潟市市税条例等の一部改正について［地方税法の一部改正に伴い、
令和２年度税制改正及び新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方税における対応に関する規定を整備するもの］

可決

第51号 新潟市介護保険条例の一部改正について［新型コロナウイルス感染
症対策に伴い、介護保険料の減免申請手続に関する規定を整備する
もの］

可決

第52号 新潟市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正について
［会計年度任用職員の勤務時間、休暇等について、関連する規定を
整備するもの］

可決

第53号 新潟市芸術創造村・国際青少年センター条例の一部改正について［セ
ンターの利用内容の変更に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第54号 新潟市潟東ゆう学館条例の一部改正について［潟東ゆう学館の指定
管理者制度の導入に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第55号 新潟市公民館条例の一部改正について［潟東ゆう学館の指定管理者
制度の導入に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第56号 新潟市万代島多目的広場条例の一部改正について［万代島多目的広
場の指定管理者制度の導入に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第57号 新潟市手数料条例の一部改正について［デジタル手続法の通知カー
ド廃止に伴い、関連する規定を整備するもの］

可決

第58号 新潟市奨学金条例等の一部改正について［文部科学省の通知を受け、
遅延損害金の割合に関する規定を整備するもの］

可決

５月臨時会【議員提出】
議案番号 件　　　名 結果
第14号 新潟市議会の議員の議員報酬の特例に関する条例の制定について 可決

６月定例会【議員提出】
議案番号 件　　　名 結果
第15号 日米地位協定の抜本的な改定及び沖縄における米軍基地の負担軽減

を求める意見書の提出について
否決

第16号 新型コロナウイルスの影響から地域の医療体制を守るため、医療機
関の減収を補償する国の財政支援を求める意見書の提出について

否決

議案番号 件　　　名 結果
第59号 新潟市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例

の一部改正について［省令の改正に伴い、放課後児童支援員の資格
要件に関する規定を整備するもの］

可決

第60号 新潟市医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関
する法律施行条例の一部改正について［医薬品、医療機器等の品質、
有効性及び安全性の確保等に関する法律の改正に伴い、関連する規
定を整備するもの］

可決

第61号 新潟市道路の構造の技術的基準等に関する条例の一部改正について
［政令の改正に伴い、自転車通行帯等に関する規定を整備するもの］

可決

第62号 損害賠償の額の決定について［市民病院の医療事故について、損害
賠償の額を決定するもの］

可決

第63号 権利の放棄について［平成23年度介護基盤緊急整備臨時特例補助金
返還金に係る債権の放棄］

可決

第64号 令和２年度新潟市一般会計補正予算 可決
第65号 新潟市特別職の職員の給与の特例に関する条例の一部改正について

［市長及び副市長について、俸給の一部を減額するもの］
可決

第66号 新潟市教育長等の給与の特例に関する条例の制定について［教育長、
常勤の監査委員及び水道事業管理者について、俸給の一部を減額す
るもの］

可決

第67号 新潟市職員及び教育職員の管理職手当の特例に関する条例の制定に
ついて［新潟市職員及び教育職員について、管理職手当の一部を減
額するもの］

可決

第68号 令和２年度新潟市一般会計補正予算 可決
第69号 令和２年度新潟市国民健康保険事業会計補正予算 可決
第70号 令和２年度新潟市中央卸売市場事業会計補正予算 可決
第71号 令和２年度新潟市介護保険事業会計補正予算 可決
第72号 令和２年度新潟市下水道事業会計補正予算 可決
諮問第1号 人権擁護委員候補者の推薦について［任期満了に伴うもの　13名、

委員の辞任に伴うもの　２名］
同意

各会派の賛否状況を市議会ホームページに掲載
しています。

▲

市議会HPから 会派別賛否状況 検索

◎
佐
藤
　
耕
一

　
皆
川
　
英
二

　
深
谷
　
成
信

　
田
村
　
要
介

　
五
十
嵐
完
二

　
志
賀
　
泰
雄

　
石
附
　
幸
子

〇
宇
野
　
耕
哉

　
平
松
　
洋
一

　
小
野
清
一
郎

　
伊
藤
健
太
郎

　
倉
茂
　
政
樹

　
高
橋
　
三
義

議
会
運
営
委
員
会
（
13
人
）

◎
田
村
　
要
介

　
阿
部
　
松
雄

　
佐
藤
　
耕
一

　
高
橋
　
哲
也

　
渡
辺
　
有
子

　
小
山
　
　
進

○
小
柳
　
　
聡

　
古
泉
　
幸
一

　
平
松
　
洋
一

　
豊
島
　
　
真

　
平
　
あ
や
子

　
高
橋
　
三
義

総
務
常
任
委
員
会
（
12
人
）

◎
倉
茂
　
政
樹

　
佐
藤
　
豊
美

　
伊
藤
健
太
郎

　
小
林
　
弘
樹

　
高
橋
　
聡
子

　
串
田
　
修
平

　
小
泉
　
仲
之

○
小
野
　
照
子

　
小
野
清
一
郎

　
美
の
よ
し
ゆ
き

　
飯
塚
　
孝
子

　
松
下
　
和
子

　
石
附
　
幸
子

市
民
厚
生
常
任
委
員
会（
13
人
）

◎
荒
井
　
宏
幸

　
水
澤
　
　
仁

　
土
田
　
真
清

　
東
村
里
恵
子

　
加
藤
　
大
弥

　
内
山
　
幸
紀

　
吉
田
　
孝
志

〇
内
山
　
　
航

　
佐
藤
　
正
人

　
保
苅
　
　
浩

　
風
間
ル
ミ
子

　
志
賀
　
泰
雄

　
青
木
　
　
学

文
教
経
済
常
任
委
員
会（
13
人
）

◎
細
野
　
弘
康

　
金
子
　
益
夫

　
栗
原
　
　
学

　
深
谷
　
成
信

　
宇
野
　
耕
哉

　
志
田
　
常
佳

　
中
山
　
　
均

○
林
　
龍
太
郎

　
佐
藤
　
幸
雄

　
皆
川
　
英
二

　
五
十
嵐
完
二

　
佐
藤
　
　
誠

　
竹
内
　
　
功

環
境
建
設
常
任
委
員
会（
13
人
）

◎
松
下
　
和
子

　
深
谷
　
成
信

　
内
山
　
幸
紀

○
小
柳
　
　
聡

　
倉
茂
　
政
樹

　
石
附
　
幸
子

広
報
委
員
会
（
６
人
）

◎
佐
藤
　
耕
一

　
皆
川
　
英
二

　
平
　
あ
や
子

　
高
橋
　
三
義

○
宇
野
　
耕
哉

　
小
野
清
一
郎

　
志
賀
　
泰
雄

　
石
附
　
幸
子

議
会
改
革
推
進
会
議（
８
人
）

◎
志
賀
　
泰
雄

　
飯
塚
　
孝
子

　
内
山
　
幸
紀

　
高
橋
　
哲
也

　
高
橋
　
聡
子

　
石
附
　
幸
子

　（
◎
は
主
査
）

図
書
室
運
営
委
員
会（
６
人
）

委 員 会 名 簿 ◎…委員長　○…副委員長

お知らせ
本会議のインターネットでの生中継や録画中継は
スマートフォン、タブレット端末にも対応しています

【問い合わせ】議会事務局議事課　☎025-226-3395（直通）
▶スマートフォン
　はこちらから

Facebookでも新潟市議会の情報を発信しています いいね!

【問い合わせ】議会事務局調査法制課　☎025-226-3385（直通）

　 https://www.facebook.com/niigatashigikai
▶スマートフォン
　はこちらから

▶スマートフォン
　はこちらから

にいがた市議会だより 6令和２年（2020年）８月２日

●市議会だよりに関するご感想などがありましたらお聞かせください。ご連絡は議会事務局調査法制課へ　☎025−226−3385（直通）


